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第一の正当化理由に関して，Gospodinov, Herrera, and Pesavento(2013)は，時系列データが
単位根を持つ可能性が高い場合(near unit root)には，単位根検定や共和分検定を行った上で階差
VARモデルや VECモデルで分析するよりもレベル VAR モデルの方がバイアスも小さく，安定
                                                   
































  第 4章は，第 1期(2001年 3月-2006年 4月)と第 2期(2013年 4月から現在まで)の量的金融
緩和政策導入時の経済状況と第 1期，第 2期の量的金融緩和政策の内容を，日本銀行の HPの金
融政策の公開資料に基づき整理・解説する。第 4章は，第 5章，第 6章の実証分析の背景的知識
を与える章として位置付けている。  
第 5章は，日本銀行による第 1期，第 2期の量的金融緩和政策のマクロ経済効果を，３つの 


















































































るのに，先行研究の量的金融緩和政策の有効性の検証は，2001年 3月から 2006年 2月の第 1
期の量的金融緩和政策に集中している点である。第 1期の量的金融緩和政策が有効だから，
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